
箱根町子ども・子育て会議 議事要旨 

 

日時：平成２６年７月１６日（水） 

午後２時４５分～ 

場所：本庁舎４階第１，２会議室 

 

１ 会長あいさつ 

２ 議   事 

 （１）箱根町子ども・子育て支援計画について 

～事務局からの資料説明～ 

～質疑応答～ 

委 員 資料の中に記載されている「確認を受けない幼稚園」とは何か。 

事務局 新制度に移行しない幼稚園のことで、町内の幼稚園はいずれも新制度に移行す

ることになるが、町外の幼稚園への通園分が該当する。 

委 員 児童クラブの４年生以上の受け入れが課題ではないか。箱根の森小学校区が特

に課題である。 

事務局 箱根の森小学校内での児童クラブの実施を検討中である。 

委 員 仙石原の幼児学園について、園外保育で箱根の森のバスを使わせてほしいと依

頼をしたが、無理とのことだった。徒歩では危険なため、安全面を考慮して使

わせてもらえないだろうか。 

事務局 他の小学校区でもそのような声がある。ただ、小学校専用のバスであり、陸運

局に登録している用途は変えられない。 

 

 （２）条例の制定について 

～事務局からの資料説明～ 

～質疑応答～ 

委 員 放課後児童健全育成事業の条例第９条に、「支援の提供に必要な設備及び備品等

を備えなければならない」とあるが、現状の体制のままではないのか。 

事務局 必要な設備（児童が休める場所など）が必要なことと、子どもの人数が増えた

場合は、児童一人につき 1.65 ㎡に満たない状況になり、その場合は新たに設備

を検討しなければならない。 

委 員 家庭的保育事業等の町としての今後の見込みはどうか。 

事務局 現状で町内には家庭的保育事業等はないが、事業の実施希望が上がった場合に

備えるほか、町外の事業の利用などを踏まえて、基準を設定していく。 

委 員 ニーズ調査結果にある町の子育て環境の満足度は、町が実施している事業の状

況を示した上で聞いたのか。 



事務局 特に示していない。 

 

 （３）その他 

会 長 本町では、小学校から中学校にかけて、町外に転出する方がいる。やはり教育

環境（塾など）に問題があるのではないか。 

委 員 学力の問題。また塾がない。中学校の先生だけでは不安という保護者がいる。

中学校からは私立を考えている親が増えている。箱根中学校の学力向上に力を

入れてほしい。 

委 員 箱根中学校と他自治体の学校に差があるとの指摘だが、その件について調査を

したところ、家庭学習が足りないことや塾がないことが要因として大きいので

はないかと考えている。 

委 員 既に学校では家庭学習に力を入れようとしており、先生の質も上がっている。

親、学校のどちらかではなく、いっしょに取り組んでいく必要がある。 

委 員 中学３年生に対しては、アフタースクールというかたちで、受験対策も実施し

ている。 

委 員 中学校が町内には１校ということで、競い合いが足りないのではないか。また

勉強で困ったときに、塾を薦めるようなニュアンスで学校の先生から言われた

こともある。 

会 長 保護者や児童が学校の先生をうまく活用することも大事である。中学校になる

と、部活動や帰宅時間を考えると、それほど遅くまで学校で対応することはで

きない。乳幼児の施策については、本町は充実しているので問題はない。待機

児童もいない。教育面の充実が欠けているのではないか。一方、本町には朝読

書という良い取り組みもある。 

委 員 刺激がないという面が大きいのではないか。子どものやる気を起こさせる必要

がある。小学校３校で、家庭学習の習慣を付けて、高校まで上げようとしてい

る。 

会 長 今の子どもは競争心が少ないという特徴はあるのではないか。 

委 員 不審者への対応を課題にあげたい。町としての取り組みがあるのか。防犯カメ

ラの設置が必要との声があった。 

委 員 防犯カメラについては、設置者が誰になるのか、どこに設置するのかという問

題があり、通学路が広範囲にわたることから、課題が大きい。 

会 長 町内には死角や危険箇所も多く、課題として捉える必要がある。 

委 員 学校の登校時については、子どもにあいさつするのを楽しみに、見守りを行う

方もいる。一方、下校時は見守りがあるのか不明である。上手く地域住民を活

用してほしい。 

会 長 下校時が課題である。 



委 員 須沢の橋のところは、以前は街灯がなく、暗くてあぶないところも多い。偽物

でもよいので、点々と防犯カメラを付けてほしい。不審者が出ることもあるの

で、親としては心配である。死角に１つでも２つでも防犯カメラを付けてほし

い。 

委 員 各学校で防犯マップを作るといったソフト面の対策も大事なのではないか。 

会 長 子ども目線でマップを作る必要がある。 

委 員 ワンワンパトロールなどの取り組みも必要ではないか。そのような取り組みへ

の呼びかけも必要。防犯カメラ設置中という掲示も必要である。 

会 長 以上で、本会議を終了する。 

 

 

以上 

 

 


